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日吉津村自治基本条例策定委員会（第１４回）議事録 

 

日時：６月１０日（火）午後７時３０分～９時３０分 

場所：役場第第１、２会議室 

 

出席者 田中委員長、松岡委員、河中委員、三島委員、井上委員、西委員、 

土井委員、破戸委員、住田委員、田邊委員、 

欠席者 成瀬委員、山路副委員長、建部委員、松本委員、長谷川委員、 

高森委員、奥田委員、池田委員、山崎副委員長、川原委員 

事務局 前田課長、高田課長補佐、福井主査、鬼束雄輔 

 

○委員長あいさつ 

・前回から 1 ヶ月間、忙しいところ各グループで協議いただきお世話になっ

た。 

・仕事柄出席しにくいところもあるが、自分も含め委員として最後まで責任

を持って頑張りましょう。 

 

○協議 

◇自治基本条例の内容の検討について 

◆全体会 

□各グループの検討結果について 

グループ１（村民・地域） 

 ・必要な項目についてはある程度討議してきた。項目ごとに必要なものを整

理する作業が必要だと思う。 

グループ２（行政） 

・完全ではないが、協議する項目については全部見てきたつもり。中には、

項目では追加や削除があった。 

・共通部分では、グループ１が細かい協議をされているということで、任せ

る部分は任せて、行政部分を重点に討議した。 

グループ３（議会） 

・これまで話し合ってきたものは資料に集約してある。議会として一番大事

な「説明責任」、「情報公開」、「マニフェスト」の３つを基本の柱として協

議・進行した。 

・議員についての活動報告は年 1 回ぐらい実施して欲しいという意見あり。 

・議会運営は、現在も全面公開だが認知度が薄いので、改めて載せる。 

・議員は、地域活動から生まれたリーダーであり、地元と行政のパイプ役と

なるなど意見が出た。また、南部町での首長の逆質問権の話も出ていた。 

□今後の進め方 
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≪条例の骨子≫ 

（事務局） 

・事務局のほうで、皆さんに骨子に繋がるイメージを持ってもらうため、条

例のサンプルを作成した。検討資料のように各グループで協議し、箇条書

きにしたものを盛り込んでいった。あくまでサンプルなので、今後構成等

を委員の皆さんで協議してもらいたい。 

・サンプルを作成したほうが皆さんに分かりやすい。 

・サンプルを第 1 章から内容および組み立て方の説明。（あくまでもサンプル

であり、今後の検討資料とする） 

・皆さんのご意見を。文末の語尾の表現などは協議が必要となる。 

・このサンプルをたたき台にして今後詰めていく。再度グループに分かれて

「前文」の協議を 7 月半ばくらいまで行い、その後村民に公表してパブリ

ックコメントをもらい、８月中にまとめて９月議会で、という流れでいき

たい。この間、役場や議会とも協議する予定。 

・職員プロジェクトチームの意見は、入っているのか？ 

・策定委員とほぼ同じだが、策定委員より少し遅れているため、この資料に

は、入っていない。 

・プロジェクトも、2 人組で項目ごとに分けて意見を出し合っている。すべ

て出た段階で、提示する予定。 

・職員プロジェクトチームの意見も同じ資料に載せて、資料中で対比できる

ようにして欲しい。現在出ているところまででも結構なので。 

・次回のグループ討議にできたところまで資料に載せ提出する。 

≪前文≫ 

・前文についてはどうか？ 

・皆さんが各自作って見て頂ければ・・・。 

・議員自身の意見はどうか？パブリックコメントという形で意見をもらうの

か？ 

・近々議員さんの意見をもらうよう、今後検討いただく場をつくる予定。議

会自体も議会基本条例の必要性を感じておられる。 

 ・これから各グループに分かれて次回の日程決めていただくことと、前文を

皆さん各自で作成し持ち寄っていただくことをお願いしたいが。 

・前文のグループを作るという話ではなかったか？  

・各グループ２名ずつくらい出していただいて、起草委員会でもつくるかと

いう話も以前していたが。 

・起草委員会の委員になられた方は大変だと思う。 

・例えば、次回までに前文を皆さんに考えて来ていただいた上で、各グルー

プから 2 名選出いただき、その案をもとに検討し、文章化するということ

でどうか。やはり、皆さんに関わっていただきたいので。 
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・他の条例の前文を見ると、歴史的な部分から入っている。村外から来た人

には歴史は分からない。一度、歴史についての講演会かなんかがあればと

思うが・・・。 

・考え様によっては、歴史のエキスパートや未来を考える人など、各人がい

ろいろな分野ごとに分かれて考えていくのも一つと思うが？  

・歴史を振り返るのはとても大切。この際、歴史に詳しい人から話を聞くの

は価値があることだと思う。地域を知ることで良い条例が作れると思う。 

 ・スケジュール的に 9・10 月ごろをパブリックコメントの期間にすることで

は、間に合わないか？ 

 ・議会との調整があり、9 月をとりあえず目標としており、12 月となると少

し遅い気がする。 

・あまり焦って作らなくてもよいのでは？ 

・誰が期間を決めたわけではないが、期限を決めてエネルギーを注いでいか

なければ、委員が疲れ、尻すぼみになってしまうかもしれないので・・・。 

 ・歴史も聞いてみたいが、それと平行してみんなでワークショップ形式によ

り作っていけば良いと思う。各エキスパートが揃っているので、意見を出

していけばよいと思うが。宿題にするのは大変だと思う。 

・以前に一度ワークショップを行っているので、出ていたキーワードを詰め

ていくことは出来ると思う。 

 ・歴史の話については、出来るかどうかわからないが。（話していただいても

良いが、短時間で終わらないかも） 

 ・Ｍ委員さんは、日吉津村の歴史にもいろいろ詳しいので、知っていること

を書いてもらうと皆さんにも分かってもらえるのでは？ 

 ・それでは、とりあえず知っていることを箇条書きでも書いてみる。 

 ・大変だがお願いするということで。 

・次回は、各グループで前文づくりのワークショップを行う。（集約した意見

を代表何名かで前文をつくる）時間があればサンプルについても協議いた

だく。 

◇その他 

（事務局） 

・６月２７日（金）に、元我孫子市長の福島さんにお話を聞く。 

・７月１１日（金）に、中川アドバイザーにお話を聞く。 

・次回 ６月２４日（火）午後７時３０分～ 

 

○閉会 


